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下水道事業におけるエネルギー基本計画「スマートプラン 2014」につ

いて 

Basic Energy Plan "Smart Plan 2014" for sewerage system 

内 容 

 当局では、日本国の下水道事業初となるエネルギー基本計画「スマートプラン 2014」

を平成 26年 6月に策定し、総エネルギー使用量に対する再生可能エネルギー等の割合を

2024（平成 36）年度までに 20%以上とすることを目指している。 

 スマートプランでは 4つの取組方針として、「1再生可能エネルギー活用の拡大」「2省

エネルギーの更なる推進」「3エネルギースマートマネジメントの導入」「4エネルギー危

機管理対応の強化」を掲げ、エネルギーの高度化、効率化、安定化を推進している。 

本稿では、それぞれの取組方針に基づく主な取組について報告する。 

 

キーワード 再生可能エネルギー、省エネルギー、エネルギー管理、危機管理対応強化 

処理区名  位置区分 処理場 水再生センター、汚泥 

職種区分 設備 
施策区分 

危機管理、温室効果ガス削減対策、

エネルギー 熱利用 

状態区分 計画、工事、維持管理 新規性 新規知見あり 

実施年度 平成 26年度 全体期間 平成 26年度～平成 36年度 

担当部署 計画調整部 計画課 

発 表

履 歴  

局内  

局外 2015年 第 5回 EWA/WEF/JSWA特別会議 米国・ワシントン D.C 

調査方法  

関連情報 経営計画 2013、アースプラン 2010 

 




